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Information［お知らせ］

第3回  物流サービスの変革： 
 最近の動向を踏まえた新たな都市・交通のあり方

昨今、eコマースやフードデリバリー（Qコマース）、映像配信サー
ビスの台頭は、都市における人々の生活・交通行動に大きな影響
を与えており、交通流に占める物流の比重は増加傾向にあります。
また、自動運転や配送ロボット、AIを活用した在庫最適化・顧客
満足度の向上、サプライチェーン全体の効率化など、物流に関す
る研究・技術開発と社会実装が世界各国で活発化しています。こ
うした物流サービスの変革期にある今、最新動向を踏まえた新た
な都市・交通のあり方を議論することには大きな意義があります。

本セミナーでは、道路ネットワーク、物流拠点、自動化などの物
流サービスの基盤システムの観点から最新動向を共有し、参加
者の皆さまと理解を深めていきます。
●●日　時　2025年12月23日（水） 17：00～19：00（予定）
●●形　式　ハイブリッドセミナー（参集型とオンラインの同時開催）
 　　　　＊懇親会は実施しません
●●話題提供者　「自動運転物流道路」遠藤由梨氏 国土交通省道路
　　　　　　　「物流拠点整備」内藤啓吾氏 日本GLP株式会社
●●コメンテーター　兵藤哲郎教授　東京海洋大学
●●場　所　東京大学本郷キャンパス2号館211号講義室
詳細についてはホームページ、メールでお知らせいたします。
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インタビュー 首都圏に広がるスマート物流施設の現在地

ここ10数年、首都圏の物流施設
は高規格の箱から、雇用・エ

ネルギー・自動化・地域共生を束ね
る産業インフラへと進化している。
現在普及している多層階×ランプウ
ェイの日本型高規格倉庫は、トラッ
クが各階へ直接アクセスできる設計
であり、物流動線の革命を起こし
た。2025年の現在は、複数棟を束ね
るキャンパス型・マルチテナント型、
ロボティクスやデータ連携を前提に
した自動化適合設計、停電・断水・
交通寸断を見越した強靭なレジリエ
ンスの実現、そして選ばれる職場の
ためのアメニティまで、施設の役割
が保管拠点から物流を通した価値創
出のプラットフォームへと拡張して
いる。

　このような物流施設は従来の保管
主体の倉庫やDC（配送センター）と何
が異なるのだろうか。物流施設は大
きく、運用、インフラ、人と地域の
三つのレイヤーで進化してきた。ま
ず運用面では、在庫の静的保管か
ら、WMS（倉庫管理システム）を核に
リアルタイムな在庫情報や需要情報
をもとに連動する動く倉庫へと進化
している。役割が保管から検品・ピ
ッキング・梱包・出荷といったフル
フィルメント業務が中心となること
で、これらの業務を効率的に実現で

きる設計になっている。二点目のイ
ンフラ面では、免震・72時間非常用
電源・通信回線冗長化・代替輸送ル
ートといった災害へのレジリエンス、
屋上太陽光・蓄電池・BEMS（ビルエ

ネルギー管理システム）を核にしたエ
ネルギーマネジメントといった災害
とエネルギーに対する対応力が高ま
っている。三点目の人と地域では、
カフェテリア、ラウンジ、保育園・
託児所、ドライバー休憩所等のアメ
ニティ、送迎・駅接続・求人連携ま
でを含む雇用基盤の整備、左折入退
場・待機吸収を織り込んだ施設交通
計画、緑地の一般開放や防災協定
などの地域共生が進んでいる。地域
からは迷惑施設として扱われやすい
物流施設を雇用の核・地域の核へと
役割を変化させる努力が見られるの
が現在のスマート物流施設の特徴
である。

　このようなスマート物流施設が生
まれてきた背景を簡単に説明する。
2000年代には既に日本型の多層×ラ
ンプという建築様式は芽生えていた
が、2010年代前半にマルチテナント 

型物流施設が本格化する。このトレ
ンドの供給サイドにとっての大きな
要因は、2012–2013年のJ-REIT上場
であり、物流アセットに長期・大量
の機関投資マネーが流入し、以後の

大量供給の資金的パイプが整備され
た。需要サイドではスマホ普及に伴
うEC伸長、ドライバー不足の人手制
約、そして震災以降のレジリエンス
対応への需要が重なり、首都圏近郊
へのマルチテナント型物流施設の着
工・竣工が常態化した。このように
資金循環と需要の双方の観点から、
現在のトレンドが加速している。
　首都圏では、需要地への時間距離
を最小化するために、スマート物流
施設の立地が明確に二極化してい
る。ひとつは東京湾岸の市川・船
橋・習志野など、港湾・空港・都心
配送の三角形に直結するゾーンで、
輸入コンテナの受け皿や高頻度の都
市内配送に最適化された多層ランプ
型が集積している。もうひとつは外
環・常磐道・圏央道に沿う内陸・環
状ゾーンで、流山・松戸・柏・相模
原・川越・久喜といった IC至近で広
い用地を確保できる結節部に、複数
棟を束ねるキャンパス開発が増加し
ている。前者は港湾や空港ハブとの
即応性とドライバーの回転効率が武
器である。後者は広域幹線アクセス
と大規模床により、同日配送と在庫
平準化を両立しやすく、常磐道・外
環・圏央道の三層道路ネットワーク
を使い分けて、首都圏全域と北関
東・東北方面まで射程に収められる

首都圏に広がるスマート物流施設の現在地

ブランドクリエイション部
日本GLP株式会社
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インタビュー 首都圏に広がるスマート物流施設の現在地

「ALFALINK」（流山・相模原）に代表
されるキャンパス型、三井不動産
「MFLP」（船橋・市川塩浜等）の街づ
くり連携型、プロロジス「Prologis 

Park」（習志野・成田等）の標準化とレ
ジリエンス対応、ESRのワーカーフ

ァースト・湾岸拠点、野村不動産
「Landport」（戸田 等）の外環近接・都
市近郊モデル、大和ハウス「DPL」

（川崎夜光 等）の大規模マルチテナン
トなどである。いずれも主要 IC至近

を押さえ、自動化・環境・人材の三
点を高次でバランスさせている。本
号の取材先である「GLP ALFALINK

流山」は、こうした潮流を象徴する
拠点群のひとつである。IC至近の立
地、複数棟によるキャンパス化、雇
用・レジリエンス・環境を総合的に
設計する次世代の物流プラットフォ
ームを目指しており、スマート物流
施設の現在地とこれからの課題につ
いて考えたい。

のが武器である。首都圏のスマート
物流施設は「湾岸＝即応性」「内陸リ
ング＝広域性」という二極の利点を、
同日配送・レジリエンス・グリーン・
人材確保の要件と同時に満たせる IC

至近の結節点へ収斂しつつあり、そ
の上でキャンパス化・共配化・エネ
ルギーハブ化という面の最適化で差
がつく局面に入っている。
　首都圏におけるスマート物流施設
の現在地を象徴するのは、日本GLP

表　首都圏の主要なスマート物流施設の一例（著者作成）

施設（キャンパス）名 立地 延べ床面積
（㎡、 キャンパ
ス合計）

近隣のIC 特徴（簡潔） 主体

GLP ALFALINK流山
（全8棟）

千葉県流山市 約93万 常磐道『流山 IC』／首
都高6号三郷線・常磐道
『三郷 IC』

地域開放型（もしくは地域共生型）・
キャンパス型・共用アメニティ・免
震・ランプウェイ・一部冷凍冷蔵
対応

日本GLP

GLP ALFALINK相模原
（全4棟）

神奈川県相模原市 約68万 圏央道『相模原愛川IC』
／『相模原 IC』

地域開放型（もしくは地域共生型）・
キャンパス型・共用施設・免震・大
規模雇用・広域配送向け

日本GLP

ESR横浜幸浦ロジスティク
スパーク（DC1–3合計）

神奈川県横浜市 約55万 横浜横須賀道路『並木
IC』／首都高湾岸線『幸
浦 IC』・『杉田 IC』

湾岸立地・免震・全館空調等の
BCP・ワーカーファースト

ESR

MFLP船橋（Ⅰ～Ⅲ合計） 千葉県船橋市 約70万 京葉道路『谷津船橋 IC』
／『花輪 IC』

街づくり型キャンパス・免震・共用
アメニティ・大型8層棟

三井不動産
（MFLP）

MFLP市川塩浜（Ⅰ＋Ⅱ） 千葉県市川市 約30万 首都高湾岸線『千鳥町
IC』

湾岸立地・免震・大型フロアプレ
ート・共用アメニティ

三井不動産
（MFLP）

プロロジスパーク千葉ニュ
ータウン

千葉県印西市 約13万 東関東道『千葉北 IC』 広域配送・高効率動線・雇用確保
に有利なニュータウン内

プロロジス

Landport戸田 埼玉県戸田市 約6万 首都高5号池袋線『戸田
南 IC』／外環道『外環
浦和 IC』

外環内側×駅徒歩圏・スロープ4
層・BCP配慮・雇用確保性

野村不動産
（Landport）

DPL川崎夜光 神奈川県川崎市 約12万 首都高『浜川崎 IC』／湾
岸線『浮島 IC』

臨海エリア・5層ランプ・免震・大
規模テナント区画

大和ハウス工業
（DPL）
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物流施設の新しいかたち

原　実際に施設を歩いてみて、まず
感じたのは規模の大きさと、動線が
とても整理されていることです。物
流施設というと効率一辺倒の無機質
な空間を想像しがちですが、ここは
雰囲気が明るく、人が働く場所とし
ての配慮も随所に感じられました。
こうした設計思想はどのように生ま
れたのでしょうか。

大石　物流施設はこれまで、モノを
保管する「倉庫」としての役割が強
く、効率性や収容力のみが重視され
てきました。しかし、ECの普及や人
手不足の深刻化など、業界を取り巻
く環境は大きく変化しています。も
ともと物流業界には、季節による繁
閑差が大きく、時期によって必要な

スペースが変動するという特性があ
りました。そこにEC市場の拡大が加
わったことで、企業はより小規模か
つ柔軟にスペースを利用したいとい
うニーズを強めています。また、工
場のように製造機能も兼ねていたり、
スタジオがあって商品撮影ができる
ようになっていたりと、その用途も
多様化しています。
　こうした背景から、従来主流だっ

た一社専用型ではなく、複数企業で
シェアできるマルチテナント型の施
設が求められるようになりました。
この「ALFALINK流山」もその一つで
す。さらに私たちは、持続可能な地
域施設として施設・人・地域を結び
つけることが重要だと考えています。
例えば、環境面では国際的な建築環
境認証であるLEED※認証を取得して
おり、環境負荷の低減にも積極的に

※LEED –Leadership in Energy & Environmental Design–　
非営利団体USGBC*が開発、運用し、GBCI**が認証の審査を行っている、ビルト・エンバイロメント（建築や都市の環境）の環境性能評価システムのこと。 
USGBC*: U.S. Green Building Council、 GBCI**: Green Business Certification Inc. 

今回は、日本GLP株式会社の協力のもと、同社の代表的な存在である「GLP ALFALINK流山８」を実際に訪問し、施設内
をひと通り見学したのち、日本GLP株式会社プロパティーマネジメント部の内藤様とブランドクリエイション部の大石様にお話
しをお聞きした。そこで見えてきたのは、物流施設がいま大きな転換点に立っているという実感でした。

スマート物流施設を象徴する「GLP ALFALINK 流山」を訪ねて

インタビュー スマート物流施設を象徴する「GLP ALFALINK 流山」を訪ねて

施設内　柔軟な使い方ができるように細かく区画
分けできるようになっている。

GLP ALFALINK 流山８ 外観

屋上にある太陽光パネル大石真史
日本GLP株式会社 ブランドクリエイション部

Interview
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速に確保しやすく、働き手にとって
も研修から勤務開始までを同じ場所
で完結できる利便性と安心感が生ま
れています。

　これらの取り組みは、働く人の心
理的な負担を減らすと同時に、企業
側にとっても人材定着やオペレーシ
ョンの円滑につながっています。従
来、物流施設は働き手から敬遠され
がちなイメージが強かったものの、
現実には人材需要は高まっていま
す。省力化もそうですが、施設側で
こうした環境を整えることで業界全
体のイメージ改善にも寄与できたら
よいと考えています。

地域とともにある物流施設

原　見学中に防災面での取り組みも
教えていただきました。この理由や
意図を教えてください。
大石　東日本大震災の際、当社の仙
台の施設も津波の被害にあいました。
施設で働く方々が施設外へ避難しよ
うとしたとき、施設長が機転を利かせ
て、垂直避難を呼びかけ、結果的に一
人の犠牲者を出すことなく全員が無
事でした。こうした経験を踏まえ、物
流施設のもつ災害対応力を活かしな

がら施設づくりを進めています。考え
てみれば、物流施設は堅牢な建物であ
り、自走式のランプがあって、大規模
な駐車場を備えて車でも逃げ込みやす
い。さらに多くの物資の備蓄や非常
用電源など災害時に役立つ機能や設
備を多く備えています。
　この施設でも免震構造を採用し、
その仕組みを「見える化」していま
す。これは災害時に役立つだけでは
なく、普段から災害対応を意識して
いる施設であることを示し、入居テ
ナントや荷主の安心感にもつながっ
ています。また流山市様・入居テナ
ントである佐川急便様・当社の三者
で連協定を結び、災害時には地域の
方々の避難場所としても施設を開放

取り組んでいます。流山における具
体例としては、屋上に設置された太
陽光パネルによる再生可能エネルギ
ーの活用をはじめ、建物全体での省
エネ性能の向上や緑化空間の整備な
ど、サステナビリティを意識した施
設をつくっています。
原　なるほど。確かに休憩スペース
や緑の多い外構が整えられ、そこには
施設で働く方だけでなく、地域の方々
の姿も見られました。これまでの物流
施設ではあまり見かけない工夫が随所
にあります。働く方々の環境改善は、
やはり大きなテーマなのでしょうか。
大石　はい。ドライバー不足や人材
確保の難しさは業界共通の課題で
す。だからこそ、施設で働く人が安
心して長く働ける環境を整えること
は不可欠です。カフェテリアや託児
スペース、男女双方に配慮した更衣
室、トイレの数や清潔さといった基
本的な部分も、当たり前とせずこだ
わりました。

　また、業界特性を踏まえた工夫も
しています。例えば、多くの物流現
場では一斉に業務を停止して休憩を
取る必要があるため、昼食時に食堂
が大変混雑し、結果として十分に食
事時間を確保できないという課題が
ありました。さらに、繁閑の波によ
って新規勤務者が同じタイミングで
出社するケースが多く、入館手続き
が集中して現場入りが遅れるケース
もありました。

　こうした状況に対応するため、施
設側でアプリを開発し、事前に食事
を注文できる仕組みや、自宅で事前
に入館手続きを済ませ、当日は顔認
証でスムーズに入館できるシステム
を作りました。加えて、人材派遣会
社を施設内にテナントとして誘致す
ることで、企業側は必要な人材を迅

インタビュー スマート物流施設を象徴する「GLP ALFALINK 流山」を訪ねて

建物1階のカフェテリアスペース　地域の方の姿もみられる

原 祐輔　東京大学 准教授（企画・司会、広報委員）
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するとともに、支援物資輸送の体制
を整えています。
原　つまり、施設を単体で完結させ
るのではなく、地域と共にある姿を
目指しているのですね。
内藤　物流施設は地域にとって巨大
な存在ですから、従来は迷惑施設の
ように思われがちでした。交通量や
騒音の問題もありましたからね。実
際、この施設の開発当初も地域の理
解を得るのに苦労しました。しか
し、物流需要が高まり続ける中で、
物流施設が社会インフラとして果た
す役割は一層大きくなっており、施
設規模も拡大を続けています。そう

した状況の中
で、地域と対立
するのではなく、

施設を受け入れ
ていただき、む

しろ地域にとっ
ても必要な存在
だと感じてもら
うために、地域
との共生が欠か
せないと考えて
います。

　ここ流山では、ご説明したとおり、
敷地の一部を緑地として開放したり、
地域の方も利用できるようなカフェテ
リアを備えたりしていますし、災害時
には避難場所として機能するよう整
備しています。一方、いくら施設側で
災害対応が可能といっても、地域の方
がそれを知らなかったら、いざという
ときに逃げ込めません。そういった障
壁をなくす意味でも地域に開かれた施
設として普段から施設を開放すること
で、地域の方にもより身近な施設とし
て感じていただきたいと思っていま
す。縁日イベントや周辺の学校との
連携もその一環ですね。
　別の事例ですと、神奈川県相模原

市にある「ALFALINK相模原」ではバ
スケットボール、フットサル、テニ

スなどでお使いいただけるマルチコ
ートを設けています。施設で働く従
業員の方はもちろん、地域の方々に
も開放しています。今では地域の少
年サッカーチームに定期的に活用い
ただいていて、送迎に来た保護者の
方は家に帰らずに、施設内のカフェ
でサッカーを見ながら休んでいると
いった使われ方もされています。
　こうした取り組みを通じて地域と
関係を築くことで、結果的にどの施
設でも地域にとって必要な存在にな
っていると思っています。
原　ここまでお話を伺って、物流の
現場はまさに大きな変革の途上にあ
ると実感しました。
内藤　その通りです。物流は“2024

年問題”に象徴されるように、構造
的な課題に直面しています。ドライ
バーの時間外労働規制、人手不足、
燃料費の高騰、環境対応…。これま
で見過ごされてきた課題が一気に表
面化し、もはや従来のやり方では立
ち行かなくなっています。だからこ
そ、今は大きな転換期であり、物流
施設の役割も単なる「倉庫」からより
幅広い価値を持つ拠点へと拡張して
いく必要があると思っています。

インタビュー スマート物流施設を象徴する「GLP ALFALINK 流山」を訪ねて

GLP ALFALINK 相模原 マルチコート

地下階にある免震構造　この空間は貯水槽としても機能する内藤啓吾
日本GLP株式会社 プロパティーマネジメント部　
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られ、国土交通省道路局長と首都高
速道路代表取締役社長から挨拶をい
ただきました。2日目は、中日本高速
道路の協力のもと、東名高速道路の道
路管制センターで維持管理の様子を
見学し、自動走行技術と将来計画に
ついて学びました。午後には、新東名
高速道路の高松トンネル、中津川橋、
河内川橋、および i-Constructionの取
組みが進む川西工事を見学しました。
　本セミナーは、高速道路6社、自

異なる空間を官民が連携して一体的に
整備した事例を紹介いただきました。
　午後は、東京ミズマチや隣接する
隅田公園を見学した後、参加者間
で、①講義や見学で得られたこと、
②持続可能なまちづくりに必要なこ
と、③出身国にフィードバックでき
ることの3点について、意見交換を
行いました。2大学から3名と少人数

　2025年8月4・5日、留学生のため
のサマーセミナー「高速道路と自動車」
を開催しました。1日目は東京大学で
の講演、2日目は東名・新東名高速道
路の見学を行いました。日本国内9大
学から8か国13名の学生が対面で、8

か国11名がオンラインで参加しました。
　1日目は、東京大学の井料隆雅教授
による道路交通分野の研究成果、トヨ
タ自動車の鯉渕健氏による自動車安
全の取組み、高速道路各社による災
害・維持管理・復興および新技術に関
する講演が行われました。続いて、学
生たちが「自動走行時代のサービスエ
リアデザイン」を題目に提案を発表
し、最後に、いすゞ自動車の藤森俊氏
による自動車業界の発展に関する講
演が行われました。講演後には学生
と業界関係者の自由交流の場が設け

　「大都市の鉄道と地域開発」をテーマ
とした留学生のためのセミナーを2025

年9月5日に開催しました。通算4回目
となる今回は「駅を中心とした空間デ
ザイン」を副題として、駅を中心とし
たまちづくりがどのように歩行者にや
さしく、活気ある地域を生み出すのか
を学びの目的としました。午前中は、
伊藤香織教授（東京理科大学）に駅や駅
周辺のまちにおける「人間中心」の歩行
者空間デザインに関して、様々な事例
や実践するためのポイント、そのデザ
インから醸成されるシビックプライド
について、ご講演いただきました。続
いて、福田一太氏（東武鉄道）に東京ミ
ズマチやすみだリバーウォークなど、

鉄道高架下、道路、公園、河川などの

動車2社、一般社団法人計画・交通
研究会、東京大学次世代都市国際研
究体、トランスポートイノベーショ
ン研究センター、政策研究大学院大
学の協力を得て実施しました。この
場を借りて感謝申し上げます。参加
者からは、「日本の取組みを学べた」
「業界関係者と議論できた」「また参加
したい」などの声が寄せられました。

東京大学特任助教 邱 文心
（留学生サマーセミナー事務局） 

でしたが、密度の濃い議論が行われ、
参加した留学生にとって多くの学び
を得る機会となりました。
　この場をお借りしまして、ご登壇
いただいた伊藤先生、福田様、全面
的にご協力いただいた東武鉄道の皆
様に厚く御礼申し上げます。

日本大学教授 石坂哲宏
（留学生インフラセミナー運営委員） 

活動報告

活動報告

News 
Letters:

News 
Letters:

留学生のためのサマーセミナー「高速道路と自動車」

大都市の鉄道と地域開発 ─駅を中心とした空間デザイン─

1日目に参加者の集合写真

東京ミズマチ、隅田公園にて

日本最大級のバランスドアーチ橋である新東名高
速道路の河内川橋見学

すみだリバーウォークにて

留学生インフラセミナー

留学生インフラセミナー

News Letters 活動報告
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京 王グループでは、2030年代以
降を見据え、京王グループ中

期経営計画「HIRAKU2030」（2025年

度～2030年度）を策定・始動しまし
た。本稿では、「HIRAKU2030」の位
置づけと、計画の核心である鉄道事
業に焦点を当て、「安全・安定性の維
持・向上」「DXを通じたオペレーシ
ョンの業務改革、生産性向上」「サー
ビスの向上と収益力の強化」という3

つの柱を軸に、鉄道事業の具体的な
取り組みを紹介します。

■長期的な「ありたい姿」と中期経営計
画の位置づけ
　本中期経営計画（2025年度～2030年

度）は、2030年代に本格化する大規模
投資を見据え、長期的な「ありたい
姿」の実現に向けた経営基盤を強化す
るための重要な6年間と位置づけてお

ります。中期経営計画期間中の京王
グループ全体での投資総額は1兆円規
模にのぼり、未来の成長を支える強固
な体制づくりに着実に取り組みます。
　当社グループが掲げる「ありたい
姿」は、沿線エリアを「国内で最も活
気とポテンシャルがあるエリア」へ
と発展させ、交通事業においては「日
本一安全でサービスの良い持続可能
な交通」を実現することです。
　その実現に向け、「長期的に目指す
沿線の姿」（図1）として、リニア中央
新幹線神奈川県駅（仮称）開業を見据
え、調布駅～橋本駅間を第二の輸送
主軸とする方針を明示しました。橋
本駅周辺のまちづくりと連携し、橋
本を西の拠点として位置づけ、新た
な輸送軸を創出するとともに、多摩
ニュータウンの活性化を目指します。
新宿や調布エリアでの再開発も進む

大きな変革期の
中、グループ一丸
で沿線の価値向
上に取組みます。
　また、サステナ
ビリティ経営とし
て、「人財戦略」
（外国人採用・地方

採用・通年採用な

ど採用強化による

人財確保や人財育成等）や、2050年度
カーボンニュートラルに向けた「環境
負荷軽減」への対応を推進します。

■鉄道事業の3つの柱①：
 安全・安定性の維持・向上
［まちづくりと一体となった大規模工
事の推進］
　京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立
体交差事業では、事業主体である東
京都と協力し、京王線の笹塚駅～仙
川駅間約7.2kmの区間を高架化する
ことにより、25カ所の踏切廃止にむ
けて工事を推進させます（図2）。

　橋本駅改良工事では、リニア駅と
在来線、および在来線同士の乗り換え
利便性を向上させ、交通結節機能の強
化と駅周辺の賑わい創出を図りま
す。その実現のため、リニア開業や周
辺のまちづくりに先行し、駅の移設計
画を具体化して事業に着手します。
［事故や輸送障害などの未然防止・被
害軽減に向けた施策推進］
　ホームドア整備や段差隙間対策によ
り、安全性を飛躍的に向上させます。
　また、踏切障害物検知装置（侵入後
の監視）の高機能化に加え、踏切道AI

カメラ（不審者の侵入前の監視）の活用
などにより、踏切事故の未然防止に
つなげます。

松本宏太

Projects 会員企業・団体百景

会員企業・団体百景
Projects:

京王電鉄株式会社
鉄道事業本部 計画管理部 計画担当課長補佐

図1　長期的に目指す沿線の姿

次の時代へ、動き出す。中期経営計画「HIRAKU2030」
が描く鉄道の未来――2030年代以降を見据えた、新たな時代に向けた交通の創造――
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制に改善することで、効率的でお客
さまに寄り添ったサービスの提供を
目指します。これにより、お客さま
サービスの向上と業務効率化を両立
するとともに、遠隔オペレーション
の導入により、係員の多様な働き方
の実現を目指します（図3）。

［保守業務］
　CBM（状態基準保全）を推進しま
す。車両や設備にカメラやセンサー
を設置して状態を常時モニタリング
することで、人による点検を減らし
つつ、品質向上を目指します。また、
AIを各設備の更新判断に活用するこ
とで、より適切な時期での更新判断
を可能にし、効果的な投資計画の策
定につなげます。

■鉄道事業の3つの柱③：
 サービスの向上と収益力の強化
　お客さま一人ひとりの移動需要を
創出させることも重要なテーマであ
り、ハード・ソフト両面からサービ
スの魅力を高め、収益力の強化につ
なげます。また、当社のリソースに
とどまらず、外部企業等との連携・
共創をはかりながら持続的な成長と
新たな価値の創出に取り組みます。

［新型通勤車両2000系導入］
　子育て世代やシニア世代へのサービ
ス向上として、5号車に当社初となる
「ひだまりスペース」（大型フリースペー

ス）を設置した新型通勤車両2000系
を導入します。2026年1月31日（土）
から運行開始を予定しています（図4）。

［ダイヤ改正と京王ライナーの活用に
よる収益増］
　抜本的なダイヤ改正により所要時
間を短縮し、競争優位性を高めるほ
か、時間帯別でのレベニューマネジ
メントにより京王ライナー収入の最
大化を狙います。 

［鉄道乗車ポイントの活用］
　区間や駅、属性情報、行動解析など
により柔軟なポイント付与を行うこと
で、多様な世代の移動需要を創出しま
す。京王ポイントや京王NEOBANK

などとの連携を深め、利用拡大を図
ります。

■おわりに
　以上の方針を基に、お客さまの安
全を第一に、愛される鉄道を目指
し、変化に柔軟に対応しながら、将
来にわたって、安全・安定・快適な
サービスを提供してまいります。

［激甚化する自然災害への対応］
　耐震補強や豪雨対策などを引き続
き実施し、激甚化する自然災害に備
えます。

■鉄道事業の3つの柱②：
 DXを通じたオペレーションの業務改
革、生産性向上
　将来の労働人口減少を見据え、デ
ジタル技術（DX）を活用したオペレー
ション改革は必要不可欠であり、運
転業務・駅業務・保守業務の各分野
でDXを推進し、安全性と生産性の
向上を目指します。
［運転業務］
　自動運転設備を活用したワンマン
運転の実施を予定しています。2025

年3月から井の頭線の回送列車でワ
ンマン運転の実証試験を開始し、
2020年代後半に、まずは井の頭線で
ワンマン運転の営業運転開始を予定
しています。

［駅業務］
　運営体制の変更として、AIアバタ

ーなどのデジタル技術を活用すると
ともに、各駅に固定的に係員を配置
する現在の運用から、お客さまのニ
ーズに応じて係員が駅を移動する体

Projects 会員企業・団体百景

図4　2000系の大型フリースペース イメージ

図3　駅業務のイメージ

図2　京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業のイメージ

デジタル技術の活用
（駅業務へのAIアバター活用など）

人によるサポート
（車いすの乗降サポートなど）
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された旧深沢トンネルを転用したも
ので、全長約1,100mのワイン貯蔵
施設です。建築分野では用途転用は
一般的ですが、トンネルという土木
構造物をこうして文化・産業と結び
つけて転用している点に可能性を感
じました。かつて山梨から東京へワ
インを運んでいた場所が、今では東
京から人が訪れる観光拠点に変化し
ていることも印象的でした。隣接す
る大日影トンネル遊歩道は、同年竣
工の旧鉄道トンネルを再生したもの
で、平成9年まで旅客・貨物輸送に
利用されていました。全長1,368m

の通路を歩くと、レンガ壁や線路跡、
水路跡がそのまま残り、鉄道遺構の
趣を感じられました。いずれも、イ
ンフラを単に維持するのではなく、
用途転換を通じて新たな価値を生み
出しており、次世代のインフラ活用
の方向性を示す好例だと感じました。
　午後には、リニア中央新幹線の山
梨県駅（仮称）駅建設予定地を訪れ、
駅周辺まちづくりの説明を受けまし
た。注目すべきは交通結節の視点
で、駅位置が圏央道や新山梨環状道
路に近接しており、スマートインタ
ーチェンジによってリニア駅と高速
道路を直結する構想が示されまし
た。リニアにより品川～山梨間を約
25分で結び、首都圏からの賑わいを
引き寄せるとともに、更に県内各方
面へ拡大していくことが期待されま
す。また、約24.5haにわたる駅周辺
開発では、北側にパークアンドライ
ド駐車場を備える交通広場を、南側
に甲府市主体のまちづくりを計画し
ているとのことでした。この大きな
構想をどう具体化していくのか。都
市計画や景観計画など、ルールで関

　2025年10月30日から31日にかけ
て、プレ企画に続き、「交通の未来と
世界農業遺産のトレイル視察～自動
走行とリニアから国土の未来を考え
る～」をテーマに、2025年度秋の見
学会が開催されました。

1日目｜交通の過去と未来、そこから広
がる新たな価値を訪ねて
　最初に訪れたのは、プレ企画同様
「山梨県立リニア見学センター」で
す。館内には、かつて実験線で走行
していた実物の試験車両が展示され
ており、中間車の重量が約25トンと

新幹線の約45トンと比べ軽量である
点、そして遠隔による自動制御であ
る点が印象的でした。また、実験線
にて時速500kmで実際に走行する姿
も見ることができ、そのスピードに
圧倒されました。この”速さ”によ
り、首都圏・中京圏・近畿圏を結び、
今後の日本の都市構造を変える可能
性を肌で感じた幕開けとなりました。
次に訪れたのが、山梨県甲州市の「勝
沼トンネルワインカーヴ」と「大日影
トンネル遊歩道」です。勝沼トンネ
ルワインカーヴは、明治36年に建設

係者間の足並みを揃えつつ、一方で
柔軟に対応しながら進めていくこと
が重要であると感じました。

2日目｜物流・建設現場・未来インフラ
の実践
　2日目はまず、「Road to the L4」

プロジェクト（テーマ3）における新
東名高速道路での自動運転トラック
の取り組みについて説明を受けまし
た。ドライバーの高齢化などからく
る輸送能力の低下といった社会課題
の解決に向け、道路環境・交通環境
の側面から自動化に取り組みやすい
高速道路において、自動運転トラッ
クの実用化に向けた取り組みを進め
ているとのことでした。各大型車メ
ーカーの実車見学の機会もあり、物
流分野における自動運転の社会実装
が進んでいることを実感しました。
　続いて、富士スピードウェイを中
心とした複合施設「富士モータース
ポーツフォレスト」を訪問しました。
施設内のウェルカムセンターにて、
モータースポーツが自動車技術の進
化を支えてきたことを学び、現在に
おいても、こうした競技の場が”良
い車”のための実験場の役割を果た
していることを理解しました。
　最後に訪れたのが、NEXCO中日
本が整備を進める新東名高速道路の
未開通区間、新秦野～新御殿場区間
の一部、川西工事の現場です。開通
により東名高速道路とのダブルネッ
トワークが形成され、渋滞緩和や物
流の安定化、さらにはリダンダンシ
ーの向上などが期待されています。
特に印象的だったのが、ICT技術を
最大限に活用した最先端の土木施工
です。測量から設計、施工、管理に

行事報告

Reports:

交通の未来と世界農業遺産のトレイル視察 ～自動走行とリニアから国土の未来を考える～

Reports 行事報告

大日影トンネルの内部

2025年度 秋の見学会
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のことでした。実際に現場
で作業されている方々から
も「もう ICT技術のない現
場には戻れない」という声
も聞かれるほど、その効果
を実感されているようでし
た。さらに、続けて見学し
た河内川橋（仮称）は、日本
最大級のバランスドアーチ

橋であり、その迫力に圧倒されまし
た。本橋は、軽量化と施工の合理化
を目的に、コンクリート構造と鋼構
造を組み合わせた日本で唯一の橋梁
でもあります。また、急峻で狭隘な
地形に対応するため、資材・車両の
運搬用のインクライン（斜面昇降機）

至る全プロセスにおいて、情報化を
前提とした「i-construction」が全面
的に導入されていました。例えば、
3Dレーザースキャナ・ドローンなど

による測量で3次元データを作成し、
完成形の可視化を実施。各重機には
GNSS機器を搭載し、3次元データに
基づく精緻な施工が行われていると
いった形です。現在も多くの現場で
は人力で測量を行い、2次元設計図
と丁張によって可視化が行われてい
ると思います。ICT技術の活用によ
り、こうした工程が不要となり、生
産性・効率性の向上のみならず、正
確性や安全性の向上にも寄与すると

も設置されていました。私たちも大
型バス2台ごと搭乗させていただき
ましたが、その運搬可能重量は約90

トンと、そのスケールに一同驚かさ
れました。

おわりに
　今回の山梨・静岡東部の視察を通
じて、私が改めて感じたのは交通の
変遷です。かつては旧中央本線によ
ってモノを運ぶ地域であった山梨も、
地域資源の価値化や高速道路・鉄道
網の発展により、人が行き交う場所
へと変化してきました。今後は、リ
ニアや自動運転の実用化によって、
モノや人の動き方、そしてまちの在
り方そのものがさらに変わっていく
のだと思いました。私もインフラに
携わる一員として、こうした国土の
未来に関わっていける喜びを改めて
感じました。最後になりましたが、
今回の視察でお世話になりました皆
様に、心より御礼申し上げます。

東武鉄道（株） 髙山滉平（広報委員） 河内川橋（仮称）の現場におけるインクライン

自動運転トラックをバックにした集合写真

しています。現在は、さらなる低コ
スト化と快適性の向上に向けた取り
組みが進められています。
　見学では、リニア中央新幹線プロ
ジェクトの概要や超電導リニアの仕
組みについて説明を受け、2025年7

月より走行試験が開始された『L0系
改良型試験車（M10）』に試乗させて
いただきました。実験線は総延長
42.8km、最急勾配40‰、最小曲線
半径8,000mで構成されており、時
速500kmでも新幹線同様の快適な乗
り心地を体感しました。
　今回の見学会は、単なる高速移動
手段の体験にとどまらずに、超電導リ

　2025年9月25日、秋の見学会の
プレイベントとして山梨県都留市の
山梨実験センターを訪問しました。
　中央新幹線プロジェクトの目的
は、品川～名古屋間を最速40分、品
川～新大阪間を最速67分で結び、約
6,608万人の巨大都市圏を形成する
ことにより、大規模自然災害への備
えとして首都圏近畿圏の交通大動脈
を二重系化することに加えて、日本
経済を活性化することにあるとのご
説明をいただきました。
　超電導リニア技術については、
1962年から研究が進められており、
営業運転に必要な技術はすでに完成

ニア技術がこれからどのような未来を
創造していくのか様々に想起させられ
る貴重な機会となりました。ご関係の
皆様に厚く御礼を申し上げます。

（株）大林組 中村裕史（広報委員） 

行事報告

Reports:

見学会プレ企画「リニア試乗会」

Reports 行事報告

2025年度 秋の見学会
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Opinion 視点

視
点

Opinion:

布
施
孝
志

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科

社
会
基
盤
学
専
攻 

教
授

位
置
情
報
は
、
現
在
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
位
置
情
報
が
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

か
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
本
号
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
物
流
や
自
動
運
転
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
建
設
現
場
や
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
も

必
要
不
可
欠
な
情
報
で
す
。
さ
ら
に
は
、S

ociety5.0

の

よ
う
に
、
今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
社
会
シ
ス
テ
ム
も
、
現

地
の
位
置
と
対
応
付
け
ら
れ
て
初
め
て
意
味
を
持
ち
ま

す
。
こ
れ
ら
の
位
置
情
報
は
、
測
量
の
基
準
に
基
づ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
測
量
の
語
源
は
、
中
国
古
代
の「
測
天
量
地
」に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
天
を
測
り
地
を
量

る
行
為
で
あ
り
、
古
来
か
ら
暦
の
作
成
や
灌
漑
な
ど
の
利

水
に
役
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
国
土
の
姿

を
把
握
し
、
国
土
を
管
理
す
る
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。
測
量
の
基
準
を
構
築
し
て
い
る
の
は
、

最
先
端
の
測
地
技
術
を
用
い
た
、
電
子
基
準
点
、
V
L
B
I

（V
ery Long

 B
aseline Interferom

etry

、
超
長
基
線
電
波
干

渉
法
）、
S
L
R
（S

atellite Laser R
ang

ing

、
衛
星
レ
ー
ザ

ー
測
距
）で
す
。
電
子
基
準
点
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契

機
に
そ
の
設
置
数
が
増
加
し
、
現
在
で
は
約
1
3
0
0
点

で
日
本
全
国
を
カ
バ
ー
し
、
衛
星
測
位
（
G
N
S
S
）
に
よ

り
時
々
刻
々
と
そ
の
位
置
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
V
L
B
I

は
、
宇
宙
の
か
な
た
に
あ
る
天
体
（
ク
エ
ー
サ
ー
）
か
ら
の

電
波
を
利
用
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
間
の
距
離
を
高
精
度
に
測

り
、
地
球
上
の
動
き
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
S
L
R
は
、

衛
星
に
つ
け
ら
れ
た
リ
フ
レ
ク
タ
に
向
け
て
レ
ー
ザ
ー
を

照
射
し
て
、
そ
の
距
離
を
高
精
度
に
測
定
し
、
衛
星
の
精

密
軌
道
決
定
・
時
刻
管
理
や
G
N
S
S
受
信
機
の
更
正
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
天
を
測
り
地
を
量

る
こ
と
が
、
最
先
端
技
術
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
て
、
私

た
ち
は
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
測
量
の
基
準
に
則
っ
て
、
様
々
な
活
動
の
共
通
基

盤
と
な
る
地
理
空
間
情
報
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
5
（
2
0
2
5
年

6
月
13
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
生
産
性
向
上
や
新
た
な
経
済
成
長
を

生
み
出
す
た
め
に
、
各
分
野
の
新
技
術
を
支
え
る
共

通
基
盤
で
あ
る
地
理
空
間
情
報（
G
空
間
情
報
）の
充

実
や
利
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
正
確
な
G
空
間

情
報
を
も
た
ら
す
礎
と
な
る
電
子
基
準
点
や
電
子
国

土
基
本
図
の
3
次
元
化
な
ど
の
国
土
情
報
基
盤
の
整

備
・
更
新
を
強
力
に
進
め
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
基
盤

の
上
で
D
X
を
面
的
に
進
め
る
観
点
か
ら
、
広
域
・

横
断
的
・
総
合
的
に
、
G
空
間
情
報
や
国
土
情
報
基

盤
を
活
用
し
た
新
技
術
の
社
会
実
装
を
強
力
に
推
進

す
る
。

　
上
記
の
通
り
、
国
家
の
基
盤
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

地
理
空
間
情
報
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
要
件
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
、
次
の
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
信
頼
性
や
安
全
性
で
す
。
こ
れ

に
は
、
進
展
著
し
い
A
I
開
発
・
利
活
用
に
対
す
る
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
や
、
フ
ェ
イ
ク
デ
ー
タ
へ
の
対
策
な
ど
、
安
全

保
障
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
安
定
性
や
持
続
可
能
性
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
盤
の
維
持
更
新

計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の

冗
長
性
、
自
然
現
象
へ
の
頑
健
性
、
省
エ
ネ
化
も
考
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
経
済
性
や
効
率
性
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
理
空
間
情
報
を
通
し
て
、

生
産
活
動
の
創
出
、
生
産
性
・
生
活
の
質
の
向
上
な
ど
の

フ
ロ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け

変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
適
応
性
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
上
で
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
と
の
連
携
に
よ
る
協
調
と
統

合
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
最
近
の
A
I
と
の
関
係
は
無
視
で
き
ま
せ

ん
。
位
置
情
報
が
確
実
な
も
の
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地

理
空
間
情
報
A
I
と
し
て
の
基
盤
モ
デ
ル（
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）
の
実
現
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
位
置
情

報
と
と
も
に
多
様
な
情
報
が
統
合
さ
れ
、
計
画
策
定
に
貢

献
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
測
量
・
測
地
か
ら
計
画

へ
、
今
後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

測
量
・
測
地
が
支
え
る
社
会

Takashi FUSE




